
令和８年度第１回小牧市男女共同参画審議会での事前意見等一覧  

 

委員意見  市の考え  

 審議会等の女性登用率が令和

３年から比較して減少している

点は残念です。手持ちにある名

古屋市の資料（男女平等参画基

本計画２０２３）によると国や

名古屋市でも令和３年から横ば

いでありどの地域でも抱えてい

る課題のようですが、小牧市に

おいては減少しています。生じ

た理由が知りたいです。  

本市の女性登用率は令和３年

度と比較して低下している状況

にあります。その要因としまし

ては、専門性を要する分野にお

ける委員改選のタイミングにお

いて、専門分野や所属団体から

の推薦状況、また管理職をあて

職として委員を選任する場合が

あること等の影響を受け、結果

として女性委員の比率が低下し

たことが一因であると考えてい

ます。  

なお、全国的にも横ばい傾向

が見られる中で、本市において

も、年度ごとの委員構成の影響

を受けやすい面があります。今

後は更に委員推薦の段階から女

性参画を意識した働きかけを行

い、改善に努めてまいります。  

 がん検診受診率が目標値に達

していないようです。この数値

はどのような計算によるもので

しょうか。名古屋市の資料では

子宮がん 66.6%、乳がん 53.3%

とあり数値が乖離しているため

知りたかった次第です。  

「小牧市がん検診」を受診し

た人 /該当年齢の住民で計算し

ています。  

 対象者は以下のとおりです。  

子宮がん検診：20 歳以上の住民  

乳がん検診： 40 歳以上の住民   

今後は申込方法の改善や周知

を徹底するなどして、受診率向

上に努めてまいります。  

 

 基本目標Ⅲの施策の方向４に

ついて：がん検診の受診率が職

域での受診者がいることを考慮



しても低い。短時間労働をして

いるパート職の人が職域で受診

しているとは考えにくい。コロ

ナ禍より受診率が低下している

のは大きな問題だと思います。  

男女共同参画社会に関する用

語について  認知度・理解度が低

いままなものもあるが、向上し

た言葉もあるので、周知された

理由・方法を探って他の用語の

認知度・理解度向上のために生

かせると良いと思います。理由

がわかっていれば教えてくださ

い。  

認知度（＝「言葉も内容も知っ

ている」＋「言葉だけは知ってい

る」）が高くなった用語及び要因

は以下のとおりです。  

・ジェンダー：ニュースや SNS

での使用の広がりを背景に“ジ

ェンダー”という用語が一般的

な言葉として浸透しました。  

・LGBTQ：本市における「パ

ートナーシップ・ファミリーシ

ップ宣誓制度」のような具体的

施策の導入などにより、用語に

ふれる機会が増えました。  

・ワーク・ライフ・バランス： 

コロナ禍を契機としたテレワー

クの普及により働き方が大きく

変化し、『どこで・いつ・どのよ

うに働くか』が生活に密接に関

わるようになりました。  

認知度が低い「男女共同参画」

等の用語について、広報などを

する際に「家事・育児の分担」や

「働き方の選択」などの日常の

具体的なわかりやすい言葉に添

えて発信する等の手法を工夫し

ていきます。  

 



基本目標Ⅰの施策の方向１に

ついて：令和２年度がコロナ禍

だったこと、昨年度との比較か

らみると、全体的に低下してい

るように感じます。計画が上手

く推進されていると感じにくい

のですが、新計画では「過程への

女性の参画拡大」と表現が変わ

っています。一歩進んだ表現に

感じますが、どのような評価が

なされ、表現が変更されたのか

知りたいです。  

これまでの取組に対する評価

としましては、未達成の項目も

あります。そのため、国・県との

政策の一貫性を確保し、推進す

るため表現を変更します。  

また、女性の参画拡大は、男女

共同参画社会の実現に向けた重

要なステップであるため、「男女

共同参画の推進」という広い概

念から、より具体的な「女性の参

画拡大」に焦点を絞ることで、施

策の方向性をより明確にしたも

のです。  

施策の方向４の女性・若者に

も選ばれる地域づくりとは具体

的にどのようなことを考えられ

てるのでしょうか。  

具体的には、女性や若者が地

域で活躍するためには、まず社

会全体に根付いた固定的な性別

役割分担意識を改善することが

必要であるため、学校教育での

意識啓発や男女共同参画週間な

どの啓発活動の充実を継続しま

す。加えて、地域活動への参画機

会の拡大に取り組み、誰もが個

性と能力を発揮できる環境づく

りを進めていきます。  

 


